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うり　たに　まさ　ひろ


遺伝子を調べる
生命を化学で 
理解する




酵母は古くから人類に役立っている（酒、パンなど）


発酵

はっこう


砂糖　→　アルコール　＋　二酸化炭素




これまで生きのびてきた生物は、長い進化の中で、 
飢餓に対する適応の術を身につけてきたはずだ。 

一体それはどんなものだろう？


遺伝子の研究がしやすいので、 
分裂酵母を使うことにしよう。
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ＴＯＲ２の温度感受性変異体２


液体の培地で 
増殖させた


栄養は十分あるのに 
増殖をやめて小さくなった 
まるで窒素源飢餓みたい


Uritani et al.   Genes to Cells 11, 1367-1379 (2006)




Ｑ． 
窒素源飢餓を感知して胞子を作るようにさせる仕組みは何だろう？


Ａ． 
ＴＯＲ２という「タンパク質リン酸化酵素」が、窒素源飢餓で働きが 
低下したため、増殖ができなくなり、胞子を作るようになったと考え 
られる。


TSC1/2やRHEB1 
が関係するかも 
知れない



